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第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

大ふけ遺跡は、佐久市の北西部、浅科村堺に存在する。北流する千曲川の右岸、第 1河岸段丘

上に位置し、遺跡の直下に流路を北東から北西に変化する千曲川が一望でき、標高637m付近を測

る。

昭和50年には、東方に隣接する細田遺跡が県営圃場整備事業に先立って発掘調査され、周溝墓

（？）、土坑などが検出されている。今回、佐久建設事務所による上原・猿久保線県単道路改良事

業が計画され遺跡の保護措置が必要となった。平成元年に佐久建設事務所と佐久市教育委員会と

の協議の結果、試掘調査を実施し、その結果を待って再協議することとなった。

試掘調査は、平成 2年 5月9日-11日にわたって実施した。その結果、弥生時代後期から古墳

時代前期の周溝墓と考えられる遺構2基と溝状遺構等が検出された。そこで、 5月22日に長野県

文化課• 佐久建設事務所・佐久市教育委員会の三者により保護協議を行い、記録保存することと

なった。

第1図 大ふけ遺跡の位置 (1: 50,000) 
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第2節調査日誌

平成2年 5月29日

6月1日-6月4日

6月5日-6月18日

調査区を重機により表土除去を開始する。テント設営・機材の搬入を

行う 。

遺構検出作業を行う 。

遺構の掘り 下げ・精査、実測、写真撮影作業を行い、テント ・機材の

撤収をし、道路の復旧を終了する。すべての現場作業を終了する。

6月19日～平成3年 3月29日 室内において報告書作成作業を行い全調査を完了する。

第II章遺跡の環境と基本土層

第 1節遺跡の環境

大ふけ遺跡は、佐久市高瀬地区の最西端、千曲川に沿った河岸段丘上、水田、一部畑地地帯に

立地している。佐久市内を杉の木付近から西流して来た千曲川が相浜断崖に突き当り、方向を変

えて北流し鳴瀬で湯川と合流した、北へ約300mの千曲右岸に遺跡は存在する。

本遺跡の東部には、佐久市塚原を中心とした標高680m内外のほぼ平坦な段丘面（第二段丘）が

あり、この段丘西端を千曲川の浸食による高さ約lQmの産を下って現千曲川流路に至るまで、ほ

ぼ平坦面を形成している（第一段丘）。この第一段丘は、最初第二段丘が千曲川の浸食によって切

り開かれた旧河床面に再堆積された堆積面で、千曲川は更に西に再浸食して現河流路となって残

されたものである。多少西に極めて緩やかな傾斜をしており、高い部分が僅かに一部、畑地とな

っているが、大部分は水田として耕作されており、本遺跡は細田遺跡の西方約200mの道路部分と

畑地で、第一段丘の千曲川東岸直上に当たる。

第二段丘面を形成している地質は、北は常田、東は現在の小海線路付近まで、南は湯川の線に

囲まれた地域に分布する浅間山第一次黒斑火山の大噴出に起因する「塚原泥流」によって構成さ

れている。この塚原泥流は火山灰・ 火山礫・火山岩塊・巨大な岩塊を中心として、本段丘面に火

山裾野の特殊な地形といわれる「流れ山」が数十ヶ所各地に散在し、田園風景の中に塚状に残っ

ており、その一部は古墳にも利用され、平塚・塚原等の地名の起源にも関係している。

第一段丘は旧千曲川河床の堆積物で、昭和50年度の細田遺跡発掘調査に際して、表土下から堀
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第 1表周辺遺跡一覧表

佐久市 時 代
遺跡名 所 在 地 立地 備 考

分調Nu 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世

76 大ふけ遺跡 嗚瀬字大ふけ 段丘

゜゚ ゜
平成2年度発掘調査

77 細田遺跡 嗚瀬字細田 ＂ ゜゚ ゜
昭和50年度発掘調査

78 熊の堂遺跡 嗚瀬字熊の堂 ＂ ゜゚ ゜202 粕田遺跡 嗚瀬字粕田 ＂ ゜203 畳畑遺跡 鳴瀬字畳畑他 ＂ ゜゚204 落合居屋敷遺跡 嗚瀬字居屋敷 ” 

゜゚ ゜゚205 嗚瀬宮の前遺跡 鳴瀬字宮の前他 ＂ ゜゚ ゜゚206 岩尾城跡 鳴瀬字城跡・宮の前 ＂ ゜
県指定史跡

207 下北古屋遺跡 嗚瀬字下北古屋・北田 ＂ ゜゚
り出された大小の礫は完全に水流によって円磨された河床礫ばかりであった。この河床礫の岩質

は長石の斑晶の多い黒色多孔質の安山岩で、確実に浅間火山系と推定できるものばかりであった。

従って細田遺跡付近は湯川が千曲川と合流した直後の地点で、湯川の影響下による堆積物である

と言い得る。 <1984 白倉の原稿を本遺跡用に改正した＞

大ふけ遺跡付近には、同一の第一段丘面上に細田遺跡(77)、粕田遺跡(202)、畳畑遺跡(203)が

存在し、昭和50年度、発掘調査を実施した細田遺跡からは、弥生時代後期終末～古墳時代前期初

頭と考えられる周溝墓（？）の一部が検出されている。第二段丘上には縄文時代から古墳時代の

遺物が採集されている熊の堂遺跡が存在し、また、千曲川の断崖を利山して築造した県指定史跡

岩尾城跡が本遺跡の南方に位置している。
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第2図周辺遺跡分布図 (1:8,000) 
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第2節基本土層

大ふけ遺跡は、千曲川の右岸

直上の第一段丘上に位置し、河

川敷からの比較差は約16IDを測

り、北流する千曲川が一望に眺

望でき、景観がすばらしい。ま

た、南方約300m上流で、湯川と

千曲川が合流する地点となり

「落合」という地名が残ってい

る。遺跡の現状は、道路と田 ・

畑となっており、北方に向かっ

て緩やかに傾斜しているものの、

ほとんど平坦に感じられる。

今日、道路改良となった道路

の両脇には、農業用水が一直線

に道に沿って付設されており、

調査期間、水田に水が必要であ

るとともに隣接した菊畑にも用

水を取り入れる必要があるとの

ことで、この農業用水を残して

調査せざるを得なかった。

遺跡の基本土層は、第3図に

示したように、約60cmまでの第

la・ lb・le土層は、道路を舗

装した際の埋め土で、その下層

に黒褐色土層（第II層）が存在

する。

方形周溝墓の用水沿いの土層

断面を確認すると、この第II層

より遺構の落込みが観察できず、

0 cm 

50cm 

100cm 
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第3図 基本土層模式図

基 本 土層

第 Ia層灰黄褐色土層 (IOYRS/2) 埋め土

第 Ib層 にぶい黄橙色土層 (IOYR6/4) 埋め土

第 IC層 灰黄褐色土層 (IOYRS/2) 埋め土

第 II層 黒褐色土層 (IOYR3/ I) ローム粒子が微量

に混入し、小礫 (0.5~1cm大）を含む。

第Ill層 黄色砂質ローム層

-5-



平面プラン検出の際も、すべての遺構について、黄色砂質ローム（第III層）上面まで掘り下げて

確認することができた。

調査区の南側部分は礫のない砂質ローム層であったが、北側は千曲川あるいは湯川の旧河床礫

と考えられる礫が多量に検出された。

引用参考文献 「細田」1984 佐久市教育委員会
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第 5図 大ふけ遺跡遺構全体図 (1:500) 
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第III章遺構と遺物

第 1節検出遺構・遺物の概要

検出遺構

円形周溝墓 1基

方形周溝墓 1基

土坑 3基

溝状遺構 1基

弥生時代後期～古墳時代前期

弥生時代後期～古墳時代前期

時代不明

時代不明

出土遺物

土器

器

器
石

鉄

弥生時代後期～古墳時代前期土器……壺．杯等

土師器・須恵器・陶磁器

石播鉢（中世）

角釘（中世）

第2節周溝墓

1)円形周溝墓 （第8図、図版四）

本遺跡からは周溝墓が2基検出された。 2基の周溝墓は重複して存在し、一本の周溝を共有す

る形態をとる。平面プラン検出の際の確認と土層断面の観察によ って新旧関係を明らかにするこ

とはできなかった。

遺跡の西方に存在する周溝墓の平面形態が円形に近いため、円形周溝墓と命名した。円形周溝

墓は、 F・G・H-5-7グリ ッド内に位置し、規模・形態は外径約475m、内径約350mの円形

を呈し、西側が調査区域外になるため完掘はできなかったが、西北に開口部を持つものである。

周溝の幅は45cm、深さは15cmほどのU字形を呈し、北東部分の周溝は、重複する方形周溝墓と周

溝を共有している。

出土遺物は、赤色塗彩された壺胴部小片、一片と不明土器小片、一片だけであった。

- 9-
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周溝内、北東部分には第 1号土坑が

存在する。土坑は一辺150cm内外の隅丸

方形を呈し、北辺部と西辺部には 2

-3段の石組がみられ、深さ20cmの皿

状の落ち込みである。

出土遺物は赤色塗彩の壺、 口縁部小

片が一片出土しているものの共伴関係

に言及できない。

本土坑と円形周溝墓との関連を考え

るとき、積極的な同時性を示す資料は

少ないが、また、同時性を否定する積

極的な資料もない。ただ、周溝内の平

面的位置からの類推は危険であるが、

円形周溝墓の主体部と考えることも可

能である。

A- 636.46竺 A'

饂第1層暗褐色土(10YR3/4)粒子緻密。粘性なし。0.5cm以下の礫を微量含む。
第2層褐色土(10YR4/6)粒子緻密。粘性なし。ローム粒子を多量に含む。

9 (1: 60) l ,m 

第6図第 1号土坑実測図

2)方形周溝墓

遺構（第 8・9図、図版五）

本遺構は円形周溝墓の項で述べたように、

周溝の西辺部を円形周溝墓と共有し、その東

方に位置している。周溝の全容は南北に伸び

る農業用水路とその東方に並行して走るもう

一本の用水路部分については検出できなかっ

たものの、ほぼ確認できた。周溝の外周が方

形を呈していることから方形周溝墓と命名し,, 
~ ゚

-

-
C
 
`
 

c
 

@ 

A-

、

8_

ー

g

636.362m 
-A' 

第1層黒色土(10YR2/l)砂質。ローム粒子を微量含む。
第2層暗褐色土(10YR3/3)砂質。ローム粒子を多量に含む。

0 (1 : 60) I m 

第7図第 2号土坑実測図

本周溝墓は全体層序第III層を掘り込んで構築されており、 D・E・F・G・H-2-6グリ ッ

ド内に位置し、外周は方形で南東部分に開口部を持ち内周は北辺に外周と並行した直線部分が短

く見られるものの、方形というより不正楕円形に近い。

規模については、外周の北辺584cm、東辺560cm、西辺620cm、開口部、南東辺180cm、南西辺245

cmを測る。開口部を正面と仮定すれば、縦580cm、横565cmを測り、開口部、 最小幅約34cmを測る。

外周の形態は南西・南東隅は水路のため不明であるが、おそらく角が直角に近いやや奥行きの長
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V'lH 

E一麟―E Gー量曽―G Lー疇攣 L

円形周溝墓裂士土層説明

a層 黒褐色土(10YR2/2) 砂質。ローム粒子を微量含む。
b層 黄褐色土(10YR5/6) 砂質。ローム粒子を多醤含む。

-F'H― 麟-H
EMI 

A 一言言晉董員言言~-A
EMI・HMI 

c- 4 -c・ 

奮
EMI・HMI 

B―麟-8

Dー麟量―D

M―讐詈畜こ蜘―M
HMI 

上
全体層序

第 Ia層灰黄褐色土(10YR5/2)
第 Ib層にぶい黄橙色土(10YR6/4)
第 Ic屑灰黄褐色土(lOYR5/2)
第 Ic'層褐灰色土(10YR5/l)
第II展黒褐色土(10YR3/l)
第1ll層

方形周溝墓土層説明

第 1層黒色土(lOYRl.7 /1) 
第 2層暗褐色土(lOYR3/3)
第 3層 にぶい黄褐色土(10YR4/3)
第 4層黒色土(lOYRl.7 /1) 
第 5層黒褐色土(10YR2/3)
第 6陪暗褐色土(10YR3/3)
第 7層褐色土(10YR4/4)

゜

W
H
 

埋め土。

埋め土。小礫が多最に混入。

ローム粒子が微罷に混入し、小礫(0.5-lcm大）を含む。
小礫(0.5cm大）を少量含む。
小礫(0.5-lcm大）、ローム粒子を微誠含む。
黄色砂質ローム層。

ローム粒子、及ぴ小礫(0.5-1.0cm大）を微蜃含む。
ローム粒子を含む。

ローム粒子を多覺、小礫を少量含む。

砂質。小礫を少磁含む。

砂質。礫(1.0-3.0cm大）を含む
砂質。小礫(0.5cm大）を微磁含む。
砂質。礫(2.0-3.0cm大）を含む。

(1 :_ 120) 4m 

第8図 円形周溝墓・方形周溝墓実測図
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第9図 方形周溝墓出土遺物分布図
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0 (I : 4) 10cm 

第10図 方形周溝墓出土土器実測図く1〉
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0 (1 : 4) 10cm 

第11図 方形周溝墓出土土器実測図く2〉

い方形を呈する。内周についても開口部を正面と仮定すれば、横内径が約400cm、縦内径が約370

cmの外周とは逆の奥行きがやや短い不正楕円形を呈している。

周溝の幅は、東・西辺中央付近が細くなり80-85cmを測り、北辺中央付近は130cmを測る。掘り

込みは深さ約20cmで、凹レンズ状か皿状を呈す。

覆土は 1層から 3層に分層でき、自然堆積の可能性が高い。また、北辺及び東辺の周溝内に多

数の河床礫が検出されたが、地質的にみて人為的所産より自然的なものの可能性が高い。

周溝内、北辺部のほぼ中央に周溝と近接して第 2号土坑が存在する。土坑の東部は用水路によ

り調査不可能であったが、形態の全容はほぼ推測できる。規模・形態については、長径164cm、短

径136cmの楕円形を呈し、深さ約26cmの逆台形状の落ち込みである。

土層については、表土からの土層断面がJ-J'で観察できたが、全体層序II層を切って落ち込
んでいるようにもみられ、その部分の確認は非常に困難であった。

出土遺物は、赤色塗彩壺と無彩の壺胴部小片が二片出土したのみである。

本土坑と方形周溝墓との関連は、明確に言及できず、前述した第 1号土坑と円形周溝墓との関

連以上ではない。

遺物 （第10・ 11図、図版七）

本周溝墓からは、弥生土器、須恵器、土師器が出土している。その内、図示し得たのは弥生土

器10点であり、本址に共伴すると考えられる器種は、赤彩壺・無彩壺・高坪・杯・小形甕がある。

図示できなかったが、出土土器の大部分を占めるのは、壺形態の土器である。壺には赤彩壺と

無彩壺があるが、出土範囲．量とも圧倒的に多く、煮沸形態の大形甕の出土はみられない。

o
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第2表方形周溝墓出土土器観察表

塁悶 1器種 1法 量 1 成形及び器形の特徴 調 整
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闘委測口縁から頸部1/2
Nn2・5・6、10区
長石・石英・小礫含む
色調7.5YR7/4(にぶい橙色）

闘委測4/5残存

NnlO、6・7区
白色砂粒含
色調7.5YR; 尻（にぶい橙色）

闘贔3/5残存
NnlO 
色調 SYR 6/3(にぶい橙色）

鱈委測4/5残存

No. 2・7・ リ、 7区
色調7.5YR74(にぶい橙色）

10-5 

内ぶ慧量菫点芸雙贄？函贔ら癸贔
分はナデ調整、胴下半にハケメ
がみられる。
外）全面にヘラミガキ、赤色塗
が施され、馬面においても，靡
色の痕跡が恥められる。

小形台肩＂予請訳翠賛鬱屡謡内）。口縁部ヨコナデ、他はナデ調胃塁委棋 tl3/5残存

付甕
伝閃！羞謬罰。ら小形台付甕の可外亨且翠翌贔菜~~竺は器面がも髯 lOYR7/2 
全高く10> 文哀文様は施されていない可能性 （にぶい黄橙色）
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 高

ロ
頸
胴
底
全

10-6 

胃夏委汎u31s残存
Nnl2 
色調 lOYR7/3 

（にぶい黄橙色）

底 6.o I箱清水特有の稜を有する。 尉誓i暑gケメ
11-7 I壺

ll-81 壺 1底 5.81平底
11-9 高坪底 4.1 高杯接合部

内面ハケメ、外面赤色塗彩

内外面とも赤色塗彩

胃茎委汎l底部
Nu 2、10区
白色砂粒を む
色調7.SYR 1712 

（明褐灰色）

底部、完全実測、 11区

坪・脚接合部、 4区

11-11 I高 坪 1 - 1高杯脚部、ラッバ状に広が 1内面ヘラナデ、外面、赤色塗彩。 I脚部 Nnl4
る。

図示した出土遺物の分布（第 9図参照）をみると、 10-1の無彩壺は10区から、 10-2の赤彩

壺は 6・7区から、 10-3の赤彩壺は 6・7区から、 10-4の赤彩壺は 6・7・10区から、 10-

5の赤彩壺は 6区から、 10-6の小形甕は 3区から、 11-7の赤彩壺は10区から、 11-8の赤彩

壺は11区から、 11-9の高坪は 4区から、 11-10の高坪は 5区から出土している。以上のように、

図示できた土器でも赤彩壺が10点中 6点を占める。

分布の偏りを出土破片により分析すると、赤彩壺が3・4・5・6・7・ 10・11・12区より出
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土しており、 22区から 1片出土している。周溝の北辺部と東辺部に偏っている。無彩壺は 6・7・

10・11・12区より出土しており、周溝の東辺部隅と北辺部から出土している。高坪は 4・5区か

ら出土しており、周溝の東辺部中央に集中している。杯は 3・4・5・7区より出土しており、

周溝の東辺部に偏る。小形甕は 4・5・6区から出土しており、周溝の東辺部北半に集中してい

る。以上のことから、出土遺物のほとんどが周溝の北辺部と東辺部に偏り、西辺部、南辺部から

は、ほとんど出土していないことがいえる。

図示した土器の成形 ・調整等は第 2表土器観察表を参照していただきたい。その他、波状文が

わずかに観察できる埴輪か須恵器片か不明の肉厚の破片が出土している。

また、本址からは、須恵器壷片とロクロ土師器坪片、中世と考えられる角釘が出土しているが、

混入遺物であろう。

円形周溝墓と方形周溝墓の構築時期について、本来、新旧関係は土層観察により判断すべきで

あるが、調査の時点で前述したように確認不可能であった。

そこで、平面形態のあり方に注目すると、方形周溝墓が円形周溝墓の存在を意識して築造した

形跡がみてとれ、このことから、円形周溝墓構築後、方形周溝墓を築造したのではないかと推定

でき、両基ともさほど大きな時間差を感じさせない。

所産期については、方形周溝墓の出土土器から佐久地方の土器型式では弥生時代後期に比定さ

れるが、この時代の時期区分について、改めて第IV章調査のまとめで再述したい。

第3節土坑及び溝状遺構

1)土坑（第12図、図版六）

本遺跡からは土坑が3基検出されている。このうち第 1・ 2

号土坑については、周溝墓との関連から前節で記述してある。

第3号土坑は、 H・I-3・4グリ ッド内に位置し、全体層

序第III層上面より検出された。規模・形態は長軸120cm、短軸110

cmのほぼ方形に近い形態を呈しており、深さ12cmの皿状の落ち

込みである。遺物の出土はなく、所産期及び性格については言

及できない。

2)溝状遺構（第13図、図版六）

本遺跡から検出された溝状遺構は両端が収束しており、溝状
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A―置｀量~旦盲戸
第 1層黒褐色土 (lOYR2/3)砂質。
小礫を多最に含む。

第2層黒色土 (lOYRl.7/4)砂
質。黄色砂粒を微誠含む。

9 (I : 60) 1~ 

第12図第 3号土坑実測図
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翫

黒色土 (10YR2/l)
粒子緻密。粘性なし。

0.5-2 cmの礫を少塁、 ロー
ム粒子を微最に含む。

0 (1 : 40) 

第13図 第1号溝状遺構実測図
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第14図 表採石器実測図

遺構という名称は不適切と思われるが、 他に

適当な名称がなかったので使用した。

溝状遺構は B•C - 16- 18 グリ ッ ド 内に位

置し、全体層序第III層上面より検出された。

規模・形態は、長さ590cm、幅60cmの瓜状の

南北に細長い形態を呈しており、深さ15cmの

Im 逆台形の掘り込みを持つ。

遺物は奈良時代～平安時代中葉までに多 く

みられる武蔵甕小片が1片出土したのみで、

本址の所産期 ．＇性格については言及できない。

第4節表採遺物

石擢鉢 （第14図、図版七）

調査区に隣接した北側より石揺鉢が表採された。
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破片の残存形態は、約1/3であることが認められ図上復原により直径34.5cm、高さ14.6cmであっ

た。本遺物は台部を有しており、径は25.3cm、高さ5.5cmを測る。

すり面（内部使用面）の深さは約10.3cm、底部径は約12cmを測る。すり面全体に「摩擦痕」が

認められ、使用度の濃さが窺われる。

本石揺鉢の特徴は、すり面の底部径と、口縁部径との差が大きく、底部から口縁部が大きく外

傾し、かつラ ッパ状に形成されている点である。このことは、粉砕化された製品を器からより出

し易くするための機能的な工夫がなされていると言える。

石質は多孔質安山岩である。佐久地方の中世遺跡（遺構）から検出される石播鉢類の多くは当

石材が使用されること、また、形態の特徴を踏まえると本遺物は中世の石播鉢である。

なお、残存片の特徴から片口を有するものであることが考えられる。

その他の表採遺物として土師器・須恵器・陶磁器片などが出土している。

（佐々木宗昭）
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第IV章調査のまとめ

今回、大ふけ遺跡において検出された遺構・遺物の詳細は前述した。検出された遺構は、周溝

墓 2基、土坑3基、溝状遺構1基である。

以下、今回の調査において検出された 2基の周溝墓の年代を中心にまとめを行っていきたい。

本遺跡で検出された 2基の周溝墓は、溝を共有していることから、築造の年代差はあまりない

ものと考えられる。年代の検討は、方形周溝墓より出土し、図示した 6個体の遺物より判断する。

土器編年をするうえで大形甕の変遷が最も方向性をも った規則的形態変化がみられるため、こ

の大甕の形態変遷より、弥生時代終末から古墳時代前期と考えられる佐久地方の資料を単純に大

ざっばな時期区分について、かなり観念的ではあるが仮設設定を試みた。（第 3表参照）

A期………下小平遺跡Y4号住出土大形甕

外来系土器の受容がみられるものの、弥生土器が主体を占める。

B期………池畑遺跡HZ号住出土大形甕

甕の文様施文に混乱がみられ、雑になる。外来系土器もあるものの弥生土器が主

体を占める。壺に頸部文様の消失化が始まり、球胴型のものも現れる。

C期………瀧の峯2号墳出土大形甕

大形甕が球胴形を呈し、廉状文と波状文の組合せをもつ中形の甕がみられず、壷

の頸部文様の消失が著しい。大形壺は赤色塗彩される。

瀧の峯2号墳の出現により、中央との関連が一段と強ま ったと推測でき佐久地方

におけるひとつの画期となろう 。

D期•……••下小平遺跡HM2 号周溝出土大形甕

大形甕の調整がハケメとなり、文様を意識しなくなる。大形壺の赤色塗彩がなさ

れない傾向となる。土器組成全体は弥生土器的な感じをうけず、佐久地方の食器

文化の食器の変化としては大きな画期といえる。

E期…•…••北西の久保遺跡第 1 次Hl6号住出土大形甕

ヘラケズリ調整による大形甕の発生をみるものの、須恵器を指向した坪の出現は

みない。

F期………前田遺跡H16号住出土大形甕

須恵器を指向した坪の出現をみ、食器文化の大変画期である。

7
9
、1
1
,
_
9
9
1
1

ー
い"・
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以上、弥生時代終末から古墳

時代前期までを便宜的にA-F

期に分類した。

A期は外来系土器の受容はみ

られるものの在地の弥生土器が

主体を占め、 B期には外部から

の影響から在地の弥生土器に変

化が始まり、 C期に在地の弥生

土器が解体し、 D期には幾分弥

生的土器が残存するものの新時

代的土器様相となる。F期は、

須恵器が出現し、須恵器を指向

した坪の登場から食器文化の一

大変画期といえる。

ここで、佐久地方の古墳時代

がいつから始まるのかというこ

とが問題となるが、筆者が以前

瀧の峯2号墳を立地のあり方、

特に山丘頂に築かれる点を重視

して佐久地方の初源的古墳と位

置づけたことがある (1989高村）。

瀧の峯2号墳が古墳か墳丘墓

かはまだまだ検討の余地はある

ものの瀧の峯2号墳の出現は、

佐久地方の古墳時代の開始を考

える上で重要な意味を持つもの

で、時期区分ではC期に当る。

C期は、在地の弥生土器解体期

と考えられる。

本遺跡の方形周溝墓から出土

した土器で大形甕はみられない

第 3表 千曲川流域の大型甕の変遷

年 時代 時期 佐久地方 善光寺平

300 

400 

弥
生
時
代

（後
期
）

古
墳
時
代

（前
期
）

A 

B
 

下小平Y4住

池畑Y2住

(+) 

御屋敷Yl住

c
 

瀧の峯2号墳

(+) 

D
 

下小平HMZ号周溝 灰塚Hl住

E
 口
北西の久保第1次Hl6住 城の内15住

古
墳
時
代
（
中
期
）

F
 ：
 
城の内12住
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時
時

信
濃

年
濃
尾
畿
内
・
大
和

代
期

佐
久

地
方

善
光
寺
平

恒
川

下
小
乎
Y
l
~
5
住

欠
山
庄
内

A
 

（＋
） 

V
 
.
 

弥
｀
 

纏
向

生
-—

---
---

---
--
--
--
--
-
---
-
2
 

池
畑
1
・
2
住

御
屋
敷
Y
1
・
2
・
4
住

元
屋
敷
布
留

時
B
 
（
大
ふ
け
1
・
2
号
周
溝
）

VI 
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）
(
0
)
 
纏
向

3
0
0
-

3
 

2
2
ー
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-囀
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次
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住
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が、壺が4個体出土しており、すべて赤色塗彩されていること、 4個体中 3個体が頸部に文様帯

をもつこと、しかし、 1個体は頸部に文様帯が消失しており胴部が球胴形を呈する。

久保田遺跡の周溝墓出土の壺は頸部文様帯が3個体中 3個体消失しており、時期的には池畑遺

跡1・2号住→本遺跡周溝墓→久保田遺跡周溝墓と考えられ、 B期に位置づけられよう。

本遺跡の周溝墓は、 1基が円形を呈しており、もう一基についても墳丘部分は円形を意識して

いるように感じられる。佐久地方の弥生時代から古墳時代の墳丘平面形の基本は方形が基調であ

り、今回の円形を意識した周溝墓の存在は何を意味するのだろう。

弥生時代から古墳時代への時代の変動は人々の精神性にも様々な影響を与えたものと考えられ

る。佐久地方が大和（中央）政権に組みいれられる過程にはどのようなことが起こったのだろう。

今回、検出された周溝墓2基は、この激変する時代に残された文化の遺産である。
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1 方形周溝墓出土土器 (10-2) 
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2 方形周溝墓出土土器 (10-3) 

4 方形周溝墓出土土器 (10-5) 

5 方形周溝墓出土土器 (10-6) 6 表採石器
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